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大会での新型コロナウイルス感染対応について 

 

日頃より、新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力賜り、誠にありがとうございます。 

世間では第３波が広がる中、京都では数々の大会が催されるシーズンを迎えます。選手・指導者が感染

または濃厚接触者と特定された場合、大会における対応は下記の通りと致します。あらかじめご了承の

ほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

記 

 
 感染、濃厚接触、または保健所による濃厚接触の判定が出るまでの活動停止により、試合開始時に選

手が８名に満たない場合、そのチームは０－５の不戦敗とします。 

 

 登録上限内での追加エントリーなどにより、８名以上が確保できる場合は、試合を実施して下さい。

（ただし、複数チーム間での登録選手の入れ替えは不可です。） 

 

 これらの方針は、以下すべての大会で適用します。 

- サンガカップ（３位決定戦・決勝戦においても同じ対応とする） 

- 日刊スポーツ杯京都府予選 

- オーヤマ D・B カップ府大会 

- 雪印メグミルクカップ支部選抜大会 

 

以上 

 


